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Q  

今
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
す
。特
集
で
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

A  

７
月
号
の
特
集
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
を
取
り
上
げ
る
予
定
で

す
。
本
学
で
は
環
境
防
災
研
究
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
地
震
対
策
研

究
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被

害
想
定
に
対
応
し
た
徳
島
大
学
の
防

災
対
策
や
災
害
教
育
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
徳
島
の
ビ
ジ
ネ
ス
発
祥
と

展
開
を
探
る
～
『
塩
と
美
術
館
？
』」

の
テ
ー
マ
で
、
本
学
外
国
人
留
学
生
27

名
、
日
本
人
学
生
（
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
）

5
名
、
鳴
門
教
育
大
学
留
学
生
5
名
及

び
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
2
名
が
参
加
し
、

大
塚
食
品
株
式
会
社
・
徳
島
工
場
、
大

塚
製
薬
株
式
会
社
能
力
開
発
研
究
所
、

渦
の
道
、
大
塚
国
際
美
術
館
を
見
学
し

ま
し
た
。

訪
問
場
所
で
多
く
を
学
ん
だ
こ
と
に

加
え
て
、
留
学
生
と
日
本
人
が
活
発
に

交
流
し
、
お
互
い
の
文
化
や
考
え
方
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本
ス
タ

デ
ィ
・
ツ
ア
ー
の
大
き
な
収
穫
と
な
り

ま
し
た
。

 　

 

11
月
3
日

エ
ン
ゲ
ル
・
松
江
記
念
市
民
音
楽
祭
を

開
催常

三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
地
域
連
携

プ
ラ
ザ
「
け
や
き
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、

に
、
徳
島
県
林
業
の
成
長
産
業
化
及
び

関
連
産
業
の
振
興
を
図
り
、
地
方
創
生

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

 11
月
24
日

新
薬
開
発
に
向
け
て
塩
野
義
製
薬

株
式
会
社
と
契
約
を
締
結

徳
島
大
学
は
、
塩
野
義
製
薬
株
式
会

社
と
、
脳
血
管
障
害
患
者
の
麻
痺
等
の

改
善
を
目
的
に
新
し
い
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
製

剤
の
開
発
に
向
け
て
契
約
を
締
結
し
、

塩
野
義
製
薬
本
社
に
お
い
て
、
契
約
締

結
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
製
剤
に
よ

り
、
日
本
全
国
で
1
0
0
万
人
を
超

え
る
、
脳
卒
中
後
の
後
遺
症
に
悩
む

の
名
は
、
ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
前
の

板
東
俘
虜
収
容
所
に
い
た
プ
ロ
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
捕
虜
の
楽
団
「
エ
ン

ゲ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
指
揮
を
し

て
い
た
パ
ウ
ル
・
エ
ン
ゲ
ル
に
由
来
し

ま
す
。

ま
た
、
演
奏
の
前
に
は
、
佐
藤
征
弥

准
教
授
（
生
物
資
源
産
業
学
部
）
に
よ
る

講
演
「
ド
イ
ツ
橋
と
め
が
ね
橋
は
な
ぜ

作
ら
れ
た
の
か
？ 

ド
イ
ツ
兵
に
よ
る

公
園
作
り
の
全
貌
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
17
日

H
ig
h
ly C

ite
d R
e
se
a
rch
e
rs 

2
0
1
6
に
刑
部
祐
里
子
准
教
授
が

選
出

C
larivate A

nalytics 

（
旧
ト
ム
ソ

ン
・
ロ
イ
タ
ー 

I
P
&Science

） 

が
発
表
し

た
、
2
0
1
6
年
の
高
被
引
用
論
文

著
者 

「H
ighly Cited Researchers

」

に
、
本
学
生
物
資
源
産
業
学
部
の
刑
部

祐
里
子
准
教
授
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

H
ighly C

ited R
esearchers 

2
0
1
6
は
、
2
0
0
4
年
1
月
か

ら
2
0
1
4
年
12
月
の
11
年
間
に
世

界
中
で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、
自

然
科
学
お
よ
び
社
会
科
学
の
各
研
究
分

野
に
お
い
て
被
引
用
数
が
上
位
1
%

の
論
文
を
発
表
し
た
研
究
者
を
抽
出
し
、

そ
の
中
で
一
定
数
以
上
の
高
被
引
用

論
文
を
持
つ
約
3
0
0
0
名
（
日
本
の

学
長
か
ら
賞
状
と
研
究
支
援
経
費
と
し

て
1
0
0
万
円
の
支
給
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

12
月
17
日

徳
島
大
学
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
実
施

徳
島
大
学
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
「
助

任
の
丘
」で
、第
3
回
徳
島
大
学
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
徳
大
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
学
生
実
行
委
員
会
の
学
生
達
が

中
心
と
な
り
運
営
し
、
ま
た
、「
ヘ
ル

シ
ー
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ロ
ー
カ
ル
」
を

テ
ー
マ
に
地
域
農
家
さ
ん
に
野
菜
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、学
生
と
の
共
同
で
”

八
百
屋 

ご
っ
こ
“「
Y
A
O
-
Y
A
!
」

を
出
店
し
、
新
た
な
社
会
実
験
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

県
内
の
生
産
農
家
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
な
ど
14
団
体
13
店
舗
が
出
店

し
、
地
方
創
生
活
動
の
紹
介
、
防
災
用

軽
ト
ラ
ハ
ウ
ス
の
展
示
、「
麺
家
れ
も

ん
」
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
地
域
作
業
所
と

の
交
流
）、
徳
大
フ
ル
バ
ン
ド
部
、
マ
ン

ド
リ
ン
部
の
演
奏
な
ど
が
催
さ
れ
、
約

1
0
0
名
の
学
生
や
地
域
住
民
の
人

た
ち
が
集
ま
り
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

1
月
12
日

徳
大
川
柳
で
最
優
秀
作
品
を
表
彰

徳
島
大
学
附
属
図
書
館
は
、
読
書

週
間
企
画
「
T
O
K
U
D
A
I
川
柳
」

と
し
て
、
平
成
28
年
10
月
27
日
か
ら
11

月
30
日
の
期
間
、
本
学
学
生
を
対
象
に

11
月
2
日

留
学
生
文
化
理
解
促
進
の
た
め
の

ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
を
実
施

国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
留
学
生
文
化
理

解
促
進
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー

研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
は
76
名
）
を
、

世
界
で
最
も
高
い
影
響
力
を
持
つ
研
究

者
と
し
て
選
出
し
た
も
の
で
す
。

11
月
22
日

﹁
徳
島
県
林
業
の
成
長
産
業
化
及
び

関
連
産
業
の
振
興
に
関
す
る
協
定
﹂
を

締
結徳

島
大
学
は
、
徳
島
県
、
鳴
門
教
育

大
学
、
徳
島
県
建
築
士
会
、
徳
島
森
林

づ
く
り
推
進
機
構
と
の
五
者
で
、「
徳

島
県
林
業
の
成
長
産
業
化
及
び
関
連
産

業
の
振
興
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
強
み
を
活

か
し
て
、
徳
島
県
林
業
分
野
の
人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
ド
イ
ツ
兵
俘
虜

研
究
会
の
主
催
に
よ
る
エ
ン
ゲ
ル
・
松

江
記
念
市
民
音
楽
祭
等
を
開
催
し
、
会

場
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

音
楽
会
の
演
奏
は
、
徳
島
エ
ン
ゲ
ル

楽
団
・
合
唱
団
，
徳
島
大
学
学
生
有
志

（
交
響
楽
団
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
イ
ス
ほ
か
）
に

よ
る
も
の
で
、「
徳
島
エ
ン
ゲ
ル
楽
団
」

人
々
の
手
足
の
麻
痺
が
軽
減
さ
れ
、
自

力
で
生
活
し
た
り
介
護
者
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 11
月
28
日

若
手
研
究
者
学
長
表
彰
制
度
に
よ
る

学
長
表
彰
式
を
挙
行

本
表
彰
制
度
は
、
若
手
研
究
者
の
研

究
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
若

手
研
究
者
が
自
立
し
て
研
究
で
き
る
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
40
歳
未
満
の
特
に
優
れ
た
若
手
研

究
者
を
表
彰
し
、
研
究
支
援
費
を
授
与

す
る
も
の
で
す
。
11
回
目
と
な
る
今
年

度
は
学
内
部
局
長
等
か
ら
24
名
の
推
薦

が
あ
り
、
研
究
業
績
、
将
来
性
を
総
合

的
に
評
価
し
た
結
果
、
5
名
を
表
彰
し
、
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第     

回 

特
別
展

﹁
板
東
俘
虜
収
容
所

﹃
第
九
﹄百
年
の
国
際
交
流
﹂展
示
会

平
成
29
年
1
月
16
日（
月
）～
2
月
28
日（
火
）

第     

回 

特
別
展

阿
波
の
相
撲
史
展 

開
催
中

平
成
29
年
3
月
4
日（
土
）～
6
月
30
日（
金
）

　

第
19
回
特
別
展
で
は
、
板
東
俘
虜
収

容
所
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
百

年
目
に
あ
た
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
か
た

ち
で
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和

35
年
に
県
知
事
を
会
長
と
し
て
発
足

し
た
徳
島
日
独
協
会
（
現
在
事
務
局
が
徳

島
大
学
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
）
の
古

い
記
録
な
ど
の
資
料
を
多
く
用
い
た
展

示
内
容
で
、
ド
イ
ツ
俘
虜
た
ち
が
亡
く

な
っ
た
仲
間
た
ち
の
た
め
に
建
立
し

た
慰
霊
碑
が
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
清
掃
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、

1
9
1
8
年
6
月
1
日
に
は
ド
イ
ツ
俘

虜
た
ち
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
第

九
』
を
演
奏
し
た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
そ
れ
以
来
百
年
に
も
わ

た
っ
て
国
際
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
来
年
は

そ
の
『
第
九
』
の
日
本
初
演
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
年
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
『
第

九
』
ブ
ー
ム
が
続
き
ま
す
。
『
第
九
』

に
よ
っ
て
徳
島
の
地
域
が
活
性
化
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

第
20
回
特
別
展
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な

「
阿
波
の
相
撲
史
」
を
取
り
扱
っ
た
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
阿
波
・

徳
島
は
、
「
相
撲
王
国
」
と
も
言
わ
れ

る
ほ
ど
、
相
撲
が
盛
ん
な
地
域
で
、
特

に
江
戸
時
代
の
蜂
須
賀
公
時
代
に
は
数

多
く
の
著
名
力
士
を
輩
出
・
雇
用
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
地
域
単
位
で
相
撲
集

団
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
興
行
を
行
っ
て

い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
本
展
示
会
で
は
、
4
つ
の
テ
ー
マ
を

通
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
平
成
の
現
代

に
ま
で
至
る
、
阿
波
・
徳
島
出
身
あ
る

い
は
徳
島
藩
お
抱
え
の
力
士
90
名
あ
ま

り
を
、
過
去
の
番
付
、
錦
絵
や
化
粧
廻

し
な
ど
1
0
0
点
以
上
の
資
料
と
と
も

に
紹
介
し
て
お
り
、
徳
島
の
相
撲
史
を

概
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

徳島大学
公式アプリ

大学公式アプリは、iPhoneやiPadから、簡
単に大学情報にアクセスすることができ、受
験生や在学生、保護者や地域の方々にとっ
ても大変便利なツールです。是非ご活用くだ
さい。

iPhone・iPadの場合

Androidの場合

1920

審
査
が
行
わ
れ
、
生
物
資
源
産
業
学
部

1
年
生
の
チ
ー
ム
が
グ
ラ
ン
プ
リ
と
準

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
と
く
し
ま
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

道
場
」
は
、
県
内
の
大
学
生
・
高
等
専

門
学
校
生
が
、
地
域
の
課
題
解
決
や
起

業
に
つ
な
が
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」

を
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
競
う
も
の
で
、

応
募
82
チ
ー
ム
（
1
6
9
名
）
の
中
か

ら
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

生
物
資
源
産
業
学
部
で
は
専
門
科
目

「
起
業
体
験
実
習
」
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
成
や
起
業
に
必
要
な
知
識
に
つ
い

て
、
1
年
次
か
ら
学
ん
で
お
り
、
学
修

の
成
果
が
現
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

究
所
設
立
後
、
は
じ
め
て
の
主
催
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
海
外
招
待
演
者
3
名
の
講

演
の
ほ
か
、
口
演
と
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

研
究
発
表
が
あ
り
、
1
6
0
名
を
超

え
る
参
加
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
と
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、
充
実
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

 　

 

2
月
7
日

平
成
28
年
度
康
楽
賞
贈
与
式
を
開
催

平
成
28
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
48
名
（
う
ち
学
術
研
究
関
係

24
名
、
奨
学
生
24
名
））
が
決
定
し
、
大
塚

講
堂
に
お
い
て
贈
与
式
を
開
催
し
ま
し

た
。康

楽
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
康
楽
会

よ
り
、
本
学
の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成

果
の
あ
っ
た
者
お
よ
び
本
学
の
学
生
で

学
業
成
績
等
が
優
秀
で
あ
る
者
に
対
し
、

賞
状
お
よ
び
賞
金
が
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

昭
和
26
年
に
創
設
さ
れ
、
今
回
で
66
回

目
で
す
。
贈
与
式
で
は
、
受
賞
者
一
人

一
人
に
公
益
財
団
法
人
康
楽
会
三
木
理

事
長
か
ら
賞
状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

「
旅
と
本
」
の
テ
ー
マ
で
公
募
を
行
い
、

49
人
の
学
生
か
ら
55
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
が
出
か
け
た
旅
先
の
出

来
事
か
ら
創
っ
た
一
句
な
ど
、 

若
者
の

視
線
で
「
旅
」
と
「
本
」
を
繋
い
だ
様
々

な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
本
附
属
図
書
館
長
よ
り
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
工
学
部
2
年
・
木
村
拓
己

さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

「
T
O
K
U
D
A
I
川
柳
」

最
優
秀
賞　

木
村
拓
己
さ
ん
の
作
品

情
景
に 

し
お
り
は
さ
ん
で 

途
中
下
車

1
月
22
日

﹁
と
く
し
ま
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
道

場
﹂
で
生
物
資
源
産
業
学
部
学
生
が
グ

ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、「
と
く
し
ま
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
道
場
（
四
国
大
学
主
催
）」
の
最
終

1
月
26
日
～
27
日

研
究
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

第
11
回
研
究
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「Frontiers in 

Biom
edical Sciences

」
が
、
徳
島
大

学
先
端
酵
素
学
研
究
所
の
主
催
に
て
、

藤
井
節
郎
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
国
の
10
の

生
命
系
国
立
大
学
研
究
所
の
連
合
に

よ
っ
て
、
毎
年
度
1
回
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
徳
島
大
学
先
端
酵
素
学
研

グランプリ  「（株）ホルスタイン」：井上朋美、戸川聖
香、松村沙紀、山口舞夏
テーマ：「都会で輝く田舎者たち」徳島の特産品販
売や、特産品を使ったメニューを提供するカフェ、農
場を備えた商業施設を都会の郊外に作る

準グランプリ  「Sun Light Stage」：渡邉立哉
テーマ：「Sun Light Stage ～イベントアイテム専門
店～」アニメイベントの専門店、オタク芸の講習会
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